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11
月
９
～
12
日
、
韓
国
へ
行
っ
て
き
た
。

長
年
交
流
を
続
け
て
い
る
仁
川
地
域
の
労
働

者
や
、
一
昨
年
来
日
し
日
本
本
社
に
対
し
て

解
雇
撤
回
を
求
め
て
闘
っ
た
韓
国
サ
ン
ケ
ン

労
組
と
交
流
し
、
民
主
労
総
の
全
国
労
働
者

大
会
に
参
加
し
た
。 

 

非
正
規
職
労
働
者
の
闘
い 

 

金
浦
空
港
に
迎
え
に
来
て
く
れ
た
民
主
労

総
仁
川
地
域
本
部
の
方
が
最
初
に
案
内
し
て

く
れ
た
の
は
、
仁
川
の
公
共
運
輸
労
組
南
洞

区
都
市
管
理
公
団
支
部
。
南
洞
国
民
体
育
セ

ン
タ
ー
に
あ
る
支
部
事
務
所
で
36
歳
の
若

き
事
務
局
長
が
待
っ
て
い
た
。
仁
川
市
南
洞 

       

区
が
１
０
０
％
出
資
し
て
作
っ
た
地
方
公
営

企
業
で
、
体
育
館
や
水
泳
場
、
公
園
、
区
の

施
設
や
環
境
管
理
な
ど
で
働
く
労
働
者
を
組

織
し
て
い
る
。
２
０
０
９
年
体
育
セ
ン
タ
ー

で
の
非
正
規
職
解
雇
問
題
を
機
に
、
正
規
職

で
当
時
所
長
だ
っ
た
現
支
部
長
と
、
コ
ー
チ

の
現
事
務
局
長
が
中
心
と
な
り
、
97
％
の

契
約
職
や
短
時
間
労
働
者
な
ど
の
非
正
規
職

労
働
者
を
組
織
し
た
。
そ
し
て
団
体
交
渉
や

ス
ト
ラ
イ
キ
で
闘
い
、
１
３
５
名
の
非
正
規

職
労
働
者
を
正
規
職
に
転
換
さ
せ
た
。
事
務

局
長
は
「
地
域
の
人
々
か
ら
の
信
頼
と
支
援

が
後
押
し
と
な
り
、
と
て
も
力
に
な
っ
た
」

と
話
し
て
い
た
。 

車
で
移
動
し
な
が
ら
窓
か
ら
、
道
路
に
沿 

       

っ
て
壁
に
ず
ら
り
と
何
枚
も
の
労
組
の
横
断

幕
が
見
え
た
。
韓
国
Ｇ
Ｍ
社
だ
。
正
門
前
に

は
テ
ン
ト
が
二
つ
張
ら
れ
て
い
た
。
車
を
降

り
テ
ン
ト
を
訪
問
し
た
。
非
正
規
職
労
組
の

フ
ァ
ン
ホ
イ
ン
委
員
長
か
ら
あ
い
さ
つ
が
あ

っ
た
。「
景
気
が
悪
く
な
る
と
ま
っ
先
に
解

雇
さ
れ
る
の
は
非
正
規
職
。
年
末
ま
で
に
１

０
０
人
く
ら
い
切
ら
れ
る
予
想
。
正
門
前
で

２
８
０
日
以
上
座
り
込
み
を
続
け
て
い
る
が

会
社
は
私
た
ち
を
認
め
よ
う
と
し
な
い
。
韓

国
政
府
労
働
部
か
ら
は
不
法
派
遣
だ
と
言
わ

れ
て
い
る
し
、
裁
判
所
か
ら
も
正
社
員
に
登

用
し
ろ
と
命
令
が
出
て
い
る
の
に
会
社
は
従

わ
な
い
。
私
た
ち
は
労
働
者
の
権
利
を
守
る

た
め
に
最
後
ま
で
闘
う
」
と
話
し
た
。
隣 
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の
テ
ン
ト
は
、

正
規
職
で
非
正

規
の
労
働
者
と

共
に
闘
う
労
働

者
が
籠
城
し
て

い
た
。
正
規
職

労
組
は
非
正
規

職
労
組
と
共
に

闘
お
う
と
し
な

い
が
、
現
場
で

働
く
正
規
職
の

労
働
者
た
ち
が
地
域
の
労
働
者
と
共
に
支
援

し
て
い
る
。 

 

国
労
の
「
人
間
の
歌
」 

 

10
日
午
前
、
ソ
ウ
ル
の
民
主
労
総
全
国

金
属
労
組
の
会
議
室
で
韓
国
サ
ン
ケ
ン
分
会

と
の
交
流
会
を
行
っ
た
。
オ
・
ヘ
ジ
ン
分
会

長
か
ら
解
雇
を
撤
回
し
、
会
社
に
復
帰
し
た

後
の
状
況
に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。「
新

社
長
は
労
組
を
認
め
ず
、
交
渉
も
う
ま
く
い

か
な
か
っ
た
が
、
18
年
８
月
頃
か
ら
態
度

が
変
わ
っ
て
き
た
。
日
本
本
社
か
ら
労
組
と

う
ま
く
や
る
よ
う
に
言
わ
れ
た
よ
う
だ
。
２

０
１
８
賃
金
交
渉
は
う
ま
く
い
っ
て
調
印
式

も
行
っ
た
。
前
分
会
長
の
ヤ
ン
・
ソ
ン
モ
さ

ん
が
喉
頭
が
ん
で
治
療
中
だ
が
、
地
域
の
人

や
金
属
労
組
で
支
援
し
て
い
る
。
日
本
か
ら

も
応
援
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
カ
ン
パ
を
い
た
だ

き
感
謝
し
て
い
る
」
と
話
し
て
い
た
。 

18
万
名
の
組
合
員
を
代
表
す
る
金
属
労

組
の
キ
ム
・
ホ
ギ
ュ
委
員
長
と
主
席
副
委
員

長
、
事
務
局
長
が
あ
い
さ
つ
に
来
て
く
れ
た
。

委
員
長
が
「
最
近
私
が
組
合
員
の
教
育
で
使

っ
て
い
る
の
は
、
日
本
の
国
労
の
『
人
間
の

歌
』
で
す
。
生
き
る
こ
と
、
労
働
の
希
望
を

与
え
る
重
要
な
歌
で
す
」
と
話
し
た
の
を
聞

い
て
、
驚
い
た
。
１
９
８
７
年
の
国
鉄
分

割
・
民
営
化
で
苦
境
を
強
い
ら
れ
た
多
く
の

国
鉄
職
員
の
方
が
命
を
絶
っ
た
。
そ
ん
な
中

で
つ
く
ら
れ
た
「
人
間
の
歌
」。
日
本
の
労

働
運
動
活
動
家
で
も
知
ら
な
い
人
が
多
い
だ

ろ
う
に
、
日
本
の
労
働
運
動
に
つ
い
て
も
よ

く
知
っ
て
い
る
と
感
じ
た
。 

 

韓
国
サ
ン
ケ
ン
分
会
指
導
委
員
の
キ
ム
・

ウ
ニ
ョ
ン
さ
ん
か
ら
「
情
勢
と
労
働
運
動
の

方
向
と
課
題
」
に
つ
い
て
話
し
て
い
た
だ
い

た
。
ウ
ニ
ョ
ン
さ
ん
は
「
日
本
の
侵
略
の
歴

史
は
、
過
去
の
問
題
で
は
な
く
現
在
進
行
形

だ
と
捉
え
て
い
る
。
韓
国
や
日
本
で
ア
メ
リ

カ
軍
を
追
い
出
し
、
北
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る

平
和
を
確
立
す
る
た
め
に
は
、
日
本
と
韓
国

の
労
働
者
・
民
衆
が
力
を
合
わ
せ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
韓
国
サ
ン
ケ
ン
の
闘
い
は
、
共

に
闘
っ
た
か
ら

こ
そ
勝
利
で
き

た
。
米
軍
基
地

撤
退
や
歴
史
問

題
に
対
し
て
も

共
に
闘
わ
な
け

れ
ば
と
思
う
」

な
ど
話
し
た
。 

   

仁川都市管理公団支部（2018.11．9） 

ウニョンさん講演（2018.11.10） 



◆時の動き 

 - 23 - 

 
全
国
労
働
者
大
会 

  

午
後
３
時
か
ら
「
積
弊
清
算
！ 

労
組
活

動
の
権
利
！ 
社
会
大
改
革
！ 

11
・
21

ゼ
ネ
ス
ト
宣
言
！ 

全
泰
壱
烈
士
精
神
継
承

２
０
１
８
全
国
労
働
者
大
会
」
が
始
ま
っ
た
。

会
場
は
人
、
人
、
人
の
波
、
全
国
か
ら
参
加

し
た
労
働
者
６
万
人
が
光
化
門
交
差
点
か
ら

市
庁
方
向
ま
で
道
路
を
埋
め
尽
く
し
て
い
た
。

そ
の
内
３
万
人
が
非
正
規
職
労
働
者
の
組
合

と
の
こ
と
だ
。 

と
に
か
く
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
に
び
っ
く

り
す
る
。
メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
に
は
ク
レ
ー
ン

で
吊
り
上
げ
た
18
個
の
ス
ピ
ー
カ
ー
と
超

ワ
イ
ド
ス
ク
リ
ー
ン
。
会
場
の
あ
ち
こ
ち
に
、

ス
テ
ー
ジ
の
様
子
を
伝
え
る
音
響
と
ス
ク
リ

ー
ン
が
大
き
な
ト
ラ
ッ
ク
に
据
え
付
け
ら
れ

て
い
る
。
音
響
の
凄
さ
が
身
体
の
中
に
響
い

て
き
た
。 

 

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
映
像
に
続
き
、
金
属
労
組

双
龍
車
支
部
長
、
鉄
道
労
組
前
Ｋ
Ｔ
Ｘ
列
車

乗
務
支
部
長
、
金
属
労
組
カ
ブ
ル
オ
ー
ト
テ

ッ
ク
分
会
長
が
３
人
で
開
会
を
宣
言
。
組
合

旗
入
場
、
連
帯
あ
い
さ
つ
、
映
像
、
ダ
ン
ス

の
あ
と
、
現
在
高
空
籠
城
で
闘
う
フ
ァ
イ
ン

テ
ッ
ク
労
組
と
タ
ク
シ
ー
労
働
者
が
テ
レ
ビ

電
話
で
話
し
た
。
民
主
労
総
の
キ
ム
・
ミ
ョ

ン
フ
ァ
ン
委
員
長
は
「
民
主
労
総
は
今
、
Ｉ

Ｌ
Ｏ
核
心
協
約
批
准
と
労
働
法
改
定
、
国
民

年
金
改
革
と
非
正
規
職
撤
廃
の
た
め
の
社
会

大
改
革
11
月
ゼ
ネ
ス
ト
を
始
め
て
い
る
」

と
あ
い
さ
つ
し
た
。 

ゼ
ネ
ス
ト
決
議
文
で
は
「
す
べ
て
の
労
働

者
が
自
由
に
団
結
し
、
交
渉
し
、
ス
ト
ラ
イ

キ
を
す
る
権
利
、
非
正
規
職
の
な
い
世
の
中
、

雇
用
安
定
、
平
等
社
会
建
設
、
そ
の
た
め
に

民
主
労
総
の
ゼ
ネ
ス
ト
は
す
で
に
始
ま
っ
た
。

世
の
中
を
動
か
す
力
、
社
会
発
展
と
改
革
の

動
力
で
あ
る
わ
れ
わ
れ
労
働
者
が
政
府
と
国

会
に
対
す
る
期
待
を
振
り
切
っ
て
、
私
た
ち

の
力
で
社
会
大
改
革
の
扉
を
開
こ
う
」
と
読

み
上
げ
た
。
大
会
後
デ
モ
行
進
に
移
っ
た
。 

道
路
い
っ
ぱ
い
に
広
が
る
デ
モ
行
進
に
、

労
働
運
動
の
力
、
労
働
者
の
力
強
さ
を
感
じ

た
。 

（
お
ざ
わ 

く
に
こ
） 

労働者大会（2018.11.10） 


